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世界的視座から考 える組織犯罪
った り,市 民の護衛 ・警備 の役割 を行 ってお ります。
4.む す び に
要す るに,現 在のロシアでは,企 業家 ・政治家 ・政府 ・警察すべての
権力者が腐敗 し,暴 力的手段が広範に拡大 してお ります。犯罪組織が政
治の場に も進出す る一方で,政 治家や経済人が組織犯罪に手 を染め ると
い う状況が発生 してお ります。
ロシアは,残 念ですが,国 家 として社会 として犯罪が増加 し横行する




ス トニ ア ・ラ トビア ・リ トアニ アに 関 して は資料 を持 って お りませ ん
が,そ れ を除けば,世 界最 高の数値 であって世 界最悪 の事 態 では ないか
と思 い ます。 ロシアでは,一 人当 りのア ル コール消 費量 も世界一 です。
それは習慣や寒 い気候 のみ に起 因す るので しょうか。 その一方 では,死
・者の数 は増加 を続 け,出 生率や 平均 寿命 は低下 し続 けてい ます。
3.ロ シアにおける組織犯罪の激化
ロシアにはかな り昔か ら組織犯罪があ りましたが,現 代の組織犯罪は
シンジケイ トを構成 しシステム として企業犯罪 という形態に改変 されて
お ります。組織犯罪には,多 様な形態があ り,例 えば,不 法な経済活動
を行 うもの,麻 薬密売 などの犯罪活動 を行 うもの,そ してテロ リズムな





例えば}首 都ペ テルスブル クには,四 つのマフィア と同様の 「犯罪 コ
ミュニティ」があ り,数 ←の 「犯罪組織」tそ して数百の 「犯罪 グルー
プ」があります。
ペテル スブル クや ロシアの他の都市における産業は,マ フィアの系列




と,例 えば銀行 などの企業の46%が 組織犯 罪によって支配 されていま
す。 このような犯罪活動 で上がった非常に高い収益が犯罪組織に帰属 し
て,犯 罪を再生産 させ ます。 また組織犯罪はy法 を執行する警察官の代
理代行のような機能 も果 してお ります。例 えば市民間の紛争の仲裁を行
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1.ペ レス トロイ力後 の ロシア
ロシア は,依 然 として社会的 に も経済的 に も政治的 に も困難 な情勢 に
あ ります 。 ゴルバ チ ョフ前大 統領 がペ レス トロイ カ を導入 し,そ れ が
様々 な政 治的影響 を もた らして います。
その一つの例 が,今 私 が こう して皆 さんに講演 をす るこ とがで きるよ
うにな った とい うこ とです。 それで も,非 常 に残念 なこ とですが,現 在
ロシア は一 歩一 歩 後退 を してい る状 態 に あ ります。 そ して政権 ・権 力
は,増 々 旧来 の ノー マ ン クラ トー ルに戻 され て い る状況 に あ る。汚職
も,ロ シア全 土 に拡 大 してお り,か つ て ない程 の劣悪 な状 態 に あ りま
す。 「すべ ての権 力者が腐敗 してい る」 とい う現状 にあ ります。再 び全
体 主義的 な政治 に逆戻 りしてい る状態 にあ ります。 それはチ ェチ ェンに
おけ る紛争 に も見 られ る ところです。
2.貧 富格差 の拡大 と殺人 自殺 の激増
国内 では,経 済力 の格差 が拡大 し,「富め る者 と貧 しい者 との差」が
一 層増大 して います。 そこに新 しい タイプの ロシア人が誕生 し,そ れが
犯 罪の増加 に向ってい ます。 その結果,犯 罪 その他 の不法行為 が社会 に
氾濫 してい ます。
例 えば,10万 人 当 り何 人が殺 害 され たか とい う殺 人率 の統計 に よ る
と,1987年には6.3人であ った ものが,1995年には21.4人に急増 して
い ます。 これは異常 に高い水 準で して,ヨ ー ロ ッパの他 の諸国 そ して 日
本 ・カナ ダ ・ア メ リカを上 まわってい ます。 また,自 殺者 の統計数値 で
す が,同 じ く10万 人 当 りで は,1987年に は23人 で あ っ た もの が,
1995年には45人 に倍増 してお ります。 旧ソ ビエ ト連邦 に属 して いたエ
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